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1.まえがき
近年，ソフトウェアの生産性と信頼性の向上を目的
として多くのソフトウ£ア方法論が提案志れている.
しかし，これらの方法論の大半は，例示的な，あるい
はあいまいな記述となっており，実擦に適用するのが
殴難である.そこで，方法論全体を厳密にかっ務総lこ
記述する必要性カ王指摘されている.
こ才もまでにOsterweil[4]の手続き的アプローチや
官i1 iams[6]の動作的アプローチなどが提案されてい
る.本稿では，システム開発過程の全体を階層的に捉
え，厳密にかっ詳細に記述するモデルMを提案する.
更に， このモデルMIこ主毒づいて， ジャクソンシステム
開発法の一部である入カ順序判定部作成過程の詳細に
ついて代数約言語を用いて記述し，実行する.
2.ジャクソンシステム5自発法
ジャクソンシステム開発法(JS D)は仕様分析か
ら実現までの開発過程の全体を対象としており，図 1
lこ示す様lこ3段階から構成されている.モデル化段階
では， システムの対象とする世界のシミュレーション
モデルsを構築する.機能段階では，モデルSiこ妥求
される機能を付加し，プログラムの仕様を完成する.
最後に，実現化段階では，その仕様を変換して実行可
能なシステムに変換する.
なお，文献[3]の記述は，伊lを用いた説明が多く，
Z平総で厳密な定義が与えられていない.
?
?
図 JS D由援婆
3.モデルと代数的言語
3. 1 際関約プロセスモデル[2]
提案する階閥的プロセスモデルMは，動作的アプロ
ーチに基づくモデルである.形式的にはモデルMIまM=
(P.I.O.R.H) と表される. ここでPペPil 1まプロセ
スの集会. 1 =( a; l は入力条件の主義合.o={βilは出
力条件の祭合，Riま同一レベル内でのプ口セス簡の接
続関係，日は異なるレベル間でのプロセスの対応関係
をそれぞれ表す〈図2参照). 
図2ではRをー +で， Hをー+で表している.すな
わち， レベルjのPlにレベルj+lのP2・P3・.'P6が対応
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している.最後のレベルnは，一般的lこは機械的に実
行可能なレベルとなっている.
[5] 3. 2 AS L 
モデルMIこ基づく具体的な吉正述言語として代数的言
語ASL/lを採用する. ASL/lでは構文員IJを自
由に定義できる.従って，各記述は利用する等式の構
文flJを定義する文法記述部と，その構文員IJにま毒づいて
対象を記述する公慾記述部からなる. A S L/ 1の特
徴は次の通りである.
(l)意味定義が簡潔である.
( 2)抽象の自由度が高い.
( 3)検託を形式的に行える.
また， ASL/lの部分言語として関数型言語AS
L/Fが定義されており，これには最適化コンパイラ
が存在する.
4.代数約言語による記述
4. 1 記述の方針
これまでに文献[2]では， J S D全体〈レベル0，
1)とモデル化段階の3つのサププロセス〈レベル2
〉の部分だけが就に記述されているく図3参照).こ
れらの部分をさらに1誤次詳細化して行けば，機械的に
実行できるレベルの記述が求まる.
今回は機能段階lこj寓するサブプ口セスの 1つである
入力順序判定部の作成過穏を記述する.しかも，機械
的に実行可能な最下位のレベルで記述する.
4. 2 入力願序相陀部
JSDでは，一般にシステムの対象世界における実
体を，事象の時系列wとして表現する.入力順序卒IJ定
部では，システムに入力される事象の系列がこの時系
列wlこ一致しているか否かを判定するものである.こ
の判定には構文解析と同様の技法が用いられる.従っ
て問題領域とほぼ独立に入力順序判定部の設計が可能
となる.
Osaka Univeristy 
Formal Description of Jackson System Development in Algebraic Language ASL/l 
Ha j i m担 lida.Katsuro Inoue.Tohru Kikuno and Koji Torii 
844 
レベルo
ペル 2
図3 J S D由記述
4. 3 二段階の記述
日立;;;
守Z書記述する
部分
入力l順序判定部の作成過程は，文献[3]において，
その概要だけが述べられている.そこで，まずモデル
にさまづいてあいまいさなく簡潔な記述を自然語を用い
て行なう.次に， ASL/lによる形式的な記述へ変
換する.更に，この記述をASL/Fによるプログラ
ムに変換し，実際の動作を確認する.
5.記述例
入力順序判定部に対する自然語による記述を図41こ
示す.次iこASL/lによる記述をそれぞれ図51こ示
す.また， A S L/ 1による記述をAS L/F 1こ変換
して実行した[1]
/宇入力条件宇/
入力!腕亨判定部作成段階への入力はエンティティー構造図，
エンティティーアクションリスト，システム構造図である.
これらはモデル化段階における出カ条件を満たしていなけれ
ばならない.
/宇出力条件本/
入力綱亨判定部作成段階からの出力として各エンティティー
毎に
①判定フ・ロセスとの送信動作を付加した構造図，
②一つの判定部本体のプロセスの構造図，
③そのこつのネットワーク関係を示すシステム構造図，
が生成される.
/キ同一レベルのプロセス間の関係本/
入力腕亨判定部作出~f呈への入力は外部からの入カである.
議式判定部作成過程への入力は入力j腕字判定部作成過程から
の出力である.
/ま異なるレベル鴎でのプロセスの関係本/
入力サブシステム作成過程の入力は入カ!悶亨判定都作成過程
への入力である.
入力サブシステム作成過程の出カは苦手式判定部作商品稜から
の出力であるJ
図4自然諾による入力胸亨判定都の記述伊i
/キ入力条件宇/
入力胸亨判定部作商品緩入力条件 (e同set.ac t_list .SSD) 町
モテ'ル化段階出力条件 (e“set.ac t_l ist .SSD) 
/本出力条件本/
入力l締亨判定部作邸邸皇出力条件
(old_e_set. new_chkp_set. chkp_set. 
act_l i st.old_SSD. new回SSD)問
正しいエンティティー構造図の集合である
(old“e_set. new_e_set .act_l ist) & 
/本河ーレベルのプロセス隠の関係本/
外部入力盛岡入力闘字判定部作尉邑程ln;
入力1協亨判定部作成過程.out3問答式料定部作成過程In3
/本異なるレベル閣でのプロセスの関係キ/
入力サブシステム作郎邸呈In==入力鵬字判定部{乍出邸呈In;
入力サブシステム作郎~稜Out1目入力11廊亨判定部作郎邸呈Out1;
入力サブシステム作出品程Out2--入力j腕亨判定部作成過程.out2;
関5 ASL/lによる入力l蹄字判定部の記述{JIJ
6.むすび
提案するソフトウェア開発過程記述モデルが，全体
lこ対する泊象的な記述のみならず，具体的で詳細な部
分の記述lこも十分有効であることを示した.今後の予
定としては， J S D記述の充実や， I也の開発法へのモ
テ!}レの適用などが挙げられる.
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